ハンドマイク演説参考例　　　　　　　　　　　　２０１３年８月２１日　政策宣伝センター

　○○のみなさん、こちらは日本共産党○○後援会です。今からこの場をお借りして、党の政策の一端を訴えさせていただきます。よろしくお願い致します。

先月の参議院選挙で日本共産党は、改選前の３議席から８議席へと躍進し、非改選と合わせて参議院で11議席となりました。ご支援いただいた皆様に心からお礼申し上げます。日本共産党は、獲得した議案提案権も生かして、公約実現に全力でがんばります。

自公両党で参議院の過半数を確保した安倍政権は、消費税大増税、社会保障の改悪、原発再稼働、憲法の改悪など暴走の姿勢をあらわにしています。しかし国民は、どの世論調査でも消費税の増税、原発再稼働、憲法９条改定に５割から６割の方が反対しています。日本共産党は、みなさんと力を合わせて、どの問題も抜本的な対案をしめし、安倍政権の暴走ストップに全力をあげる決意です。
安倍政権は、来年４月から消費税の税率を８％に、来年１０月から１０％に引き上げる計画をすすめています。１９９７年に消費税を５％にした時、国民の所得は増えていましたが、消費税増税を含む９兆円もの負担増で家計の底が抜けて、大不況の引き金を引きました。今回の１０％への増税による負担増は、１３・５兆円にものぼる史上最大の増税です。不景気の中での大増税が、９７年の時以上の大打撃を暮らしと経済、財政に与えるのは明らかではないでしょうか。
日本共産党は、消費税増税を中止し、国民の所得や雇用を増やす景気対策への転換を求めて、みなさんと力を合わせてがんばります。

平和の問題では、安倍政権は集団的自衛権をめぐる政府の憲法解釈を変えるために、内閣法制局長官を“行使容認派”にすげ替えました。これは乱暴きわまるクーデター的やり方を強行して、法治国家を土台から揺るがすもので、断じて許されません。
そもそも集団的自衛権というのは、日本の『防衛』ともアメリカの『防衛』とも無関係で、実際には、大国の無法な干渉、軍事介入の口実に使われてきたものです。日本ではアメリカの強い要求で９・１１同時テロへの報復戦争、２００３年のイラク戦争の際に、自衛隊が派兵され、集団的自衛権が問題になりました。集団的自衛権の行使容認の狙いは、自衛隊がアメリカの海外での戦争に、公然と武器をとって協力することができないとした、『歯止め』をはずすことにあります。この『歯止め』をなくせば、海外でのアメリカの干渉戦争に自衛隊が一緒に武器をとって戦闘する戦争仲間になる道に進むことになります。
日本共産党は、集団的自衛権の行使を許さず、平和憲法９条を守りぬくために全力をあげます。
　みなさん、日本共産党は今年で創立９１周年です。戦前の暗い時代から侵略戦争反対、主権在民をかかげて不屈にたたかい続けてきました。そして貧困や搾取のない、文字通り人間が社会の主人公になる未来社会を展望しています。日本共産党の党名には、９１年の不屈の歴史と共に、未来社会への理想も込められています。
　みなさん、日本共産党は先の参議院選挙で躍進いたしましたが、さらに大きな躍進をめざしています。そのために党を強く大きくすることにいま、力を集中しています。自公政権の暴走にストップをかけ、「政治を変えたい」「人間らしく生きたい」「子や孫が苦しむことのない社会を」というあなたの思いをご一緒に実現しましょう。日本共産党への入党を心から訴えます。
日本共産党が発行している「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。日刊紙は三千四百円、日曜版は八百円です。以上でこの場所からの宣伝を終わらせていただきます。ご静聴ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
